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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、強力かつ持続的な血管収縮に関与するペプチドであるエンドセリン-1の受容体をコードしています。この受容体はグアニンヌクレオチド結合（G）タンパク質と会合し、この共役によりホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャー系が活性化されます。この遺伝子の多型は片頭痛抵抗性と関連付けられています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2009年10月]、機能：エンドセリン-1受容体。ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャー系を活性化するGタンパク質と会合することで、その作用を媒介します。 ET-Aの結合親和性の順位は、ET1 > ET2 >> ET3です。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,サブユニット：HDAC7およびHTATIPと相互作用します。,組織特異性：アイソフォーム1、アイソフォーム3、アイソフォーム4は様々な組織で発現しており、大動脈と小脳で最も高く、次いで肺、心房、大脳皮質と続きます。胎盤、腎臓、副腎、十二指腸、結腸、心室、肝臓では低いレベルですが、臍帯静脈内皮細胞では発現していません。胎盤内では、アイソフォーム1、アイソフォーム2、アイソフォーム3、アイソフォーム4が絨毛と幹絨毛血管で発現しています。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;血管平滑筋収縮;
	画像データ
	

	EDNRA抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COS7細胞ライセートのEDNRA抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ETAR ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

